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不可欠な手段となっている。ノレゴール撒布により口鶴の
多発性上皮内癌の診断が容易にまり，また撒布後の主病
巣の形態分類は，組織分化度および上皮内癌併存と関連
がみられた。ノレゴール撒布後の変色の程度差を30告の拡
大畿で挨討すると 5型に分類することができ，その差は
上皮層内のグYコーゲン量に関連し，組織{象も各裂にお
いて特徴的な差がみられた。 
66-3.腹部疾患に対する超膏渡診断の意義
竜崇正(千大)
超音波診新装量の発達により，特に肝担捧疾患におい
て欠くことのできない検査法となっている。超音装画課
診新のみでなく超音波ガイれこ臓器を穿科することによ
り更に幅広い診新ができる。担管造影，捧管造影. F号訴
造影なども超音設ガイド穿剰により容易かっ安全に施行
でき，また吸引細胞診によ予悪性疾患49例中42柄J.86例
が悪性細胞を吸引し，術前に確診できた。 
66-4.急性腎不全に対する新しい治療法
平沢博之(千大〉
我々泣急性腎不全を緯網内皮系 (RES)の貧食作用の
抵下に起医した multipleorgan failure の一分症とし
てとらえ，従来の治療法に加えて，入工的 RESとして
の directhemoperfusion， 新鮮凍結車衰の大量投与，
ヘパリン. ATP-MgCh等の投与による RESの賦活等
の療法を施行したところ，救命率が有意に改善されたの
で症例をあぜて報告した。 
66-5. 胃癌免疫諜法の controlledstudyの進行状況
落合武徳(千大〉
教室では昭和51年 1月から BCG-CWSを患いた免疫
療法の胃癌切除後の生存率に及ぼす影響を検討する目的
で control1edstudyを撞行した。その結果， stage m 
胃癌では BCG-C羽TS投与群の 3生率は68.9%にあるの
に比べ，化学療法単独群の50%生存率辻21.7カ月と，免
疫療法群記生存率の向上を認めた。そこで動物実験によ
り，詣主介在性の拡腫蕩効果の認められた Nocondia 
CWSを用いた controlled studyを千葉大第二外科と
その関連諸設14カ所において開始した。その進行状況に
ついて概観した。 
66-6.実験食道癌
小野田昌一(千大〉
教室では食道癌の移植実験として，人癌のヌードマウ
スへの移植を放医研の協力のもと記行なっており，既tこ 
2年半継代している平岡株を始め，数蓮の株を継代して
いる。また，家兎のVx2癌を用いた実験も行なってい
る。発癌実験として PNUR (N-propyl-N-nitrosoure-
than)及び NHMI(N-ni trosoheptamethy leneimine) 
を用い，マウスの前膏並びに食道に肩平上皮癌の発生を
みている。それらの概要について報告した。 
66-7.成分栄養法 Elementaldietの理況
碓井貞二(千大〉 
ED施行倒は1979年12月現在 194例で，食道癌の術前
衛後管理，大腸疾患の街前管理をはじめ炎症性大腸疾
患，消化管凄孔，JI干短時疾患などにも広く用いられてい
る。 EDは滑化を必要とせず吸収が容易で，特別の管理
も不要という利点を有するので，今後適応を拡大して，
肝不全， 腎不全， 小児用 EDの開発を目指したい。
